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1961年記 ､丁度 1月間､米国 アジヤ財日】の援助に よ っ

て､台湾の膿共 を視察する機会 を与え られたので､その

概要 を紹介 したい.

1. 台 湾 の 概 観

先 づ台湾の概観 を見 ると､その位と匠は沖純の関 南ほぼ

21度30分か ら25度30分迄南北に伸 びて丁度甘滑の形 をな

す｡台湾の帝3分の1を固 する慕義附近 を北回帰線が通 っ

ているか ら鼠の南部約3分の1の面荘重が熱鞘E型に入 ってい

る｡与那国免の西方 で帖天の 日には間島が 遠望 で きる

FD｡面 程王は 3.576,000haで琉球の総 面鶴の約 15倍｡島

の東部は 3千米以上の山脈が南北に走 っているので､西

部海岸沿 いに南北に展け ている平野が農工商等諸産二菜が

囁充に営 まれてい る地帯であ り､台湾の重要地域､従 っ

て人 口懲度 も高 い｡農用地 (耕 地 )は 全 面 桁 の約30%

で､琉球の18.8%､ 日本の15.8%よ り遥かに翠が高い .

平地に於け る年平均責も塩が北部の台北 で 21.7oC､南

部の恒啓で24.4oCの間にあるか ら那滑の22.2oCよ り大

部分の平地は梢 々高 く､熟考背､亜熱帯の各種農産物 は豊か

に実 っている｡而 して台湾で忘れてな らないのは東部 を

縦走 する 3千米以上 のLIJ脈 (その最高峰､昔の薪高山､

今は玉山 と呼ば れ標高 3,950米)の 極めて高 いLU地で

ある｡こ れ ら高 地は標高 を増 す毎に気 温が下 り､年間

を通 じて荘言をむすぷ地域は少な くない｡熱帯地の台湾で

はあるがそれ らの高冷地 を利用 して周年温帯農 英か ら寒

村磨 兼 まで も出来 る訳で､腎野菜は年中出姻 る し､温帯

果樹の梨､ リンゴ､ブ ドウ､柑橘郡 もIfltmである｡比ril

パギオに於 ても高冷地贋共が発展 しているそ うだが､斯

様に熱鞘地の台湾に於いても周年熱僻俊 二削まAjJ論二塔僻健

二乾をも実施出来 るとい うことは極めて噴要 な忠義 をも っ

ている｡

台湾の人 口は!敵前 (19dO隼田)60077人位だ った二のが

現 在約1,20077人でイ剖こな っている｡雨 も毎_年36万人の

増力口だ とい う｡

耕地面税の拡張 と優良品都の門及､耕徹法の改苗､水

利開発等に よ り毎年の水稲和57_lliが粗 で 5774Tru程ある

が､食喝の増産1椎床とい うことは人 目との関係 もあ って

最大の使命であ り､そのことにつ いての官民の努刀は一

方 な らぬ ものが ある｡従 って腰産物特に食芯主作物 類､特

に水稲の増産に就 いては何物 よ りも健一粘されて､あ らゆ

る分野か ら増産の措歴が とられている｡

2. 台 湾 の 農 業

台湾慣 性の性格 とか虫要点 とい うものは既述の命弓巧の

自然条件と人口間 雌iとによ って形成 されて くる し､それ

に就いては当然斯 くあ らぬはな らぬとうい厳;粧問題が官

Jje一致の努刀で至漁刀に推進 されている｡要約すると次の

二点に しぼ られる｡

A.食杜 の増藍確保 ､その自給 と余剰農産物の編出｡

B.外抑 筆得のための増産｡

上記の使命達成のため次の女‖きIJT濃が弓検力に即進 され

ている.
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◎ 水利開発 温度や日照に店 まれている台湾ではあ

っても水が欠乏 していては農業はやれないので､最 も重

要祝 し､儀 も刀 を入れているのが水 利開発である｡代表

的なものに戦前か らの偉人な設備 ､台湾巾部山中の 日月

薄ダム､台再見烏山j自ダム (虎帝大 しゆう)等はその≡紀供

の大 きさと効果の甚大 さで特に有名であるが､戟後建設

され又態設巾の ものに､新竹県の大ぽダム (瓶淵:面≡臨1,

343ha､有効客員1.640万立方米)､挑閑iRの石門ダム (聴き既

面街58,000ha､87了7千5百KW発電 ､工事中 で 1963年完

成予定)′浄巨於を投 じたダムが ある｡文台搾省政府億 林

庁水利UJに地 下水工程処 とい う役所が合評雪平野の中央吉β

宝林LRq･六にあ って全島の地下水I)H発を打た進 している｡

それは合把の俊英用水がダムの水だけでは不足である

と して､1951年台蘭公司が､翌年台7巧億 '宴会が米国の技

術者 を呼んで台僧全土の地 Fノ水を5くmお きにポー リング

調査 した結 果､良好であることが分 ったので､ボーリン

グ機械西独製 3､米国三郎3､計6台 をEM-入 し､全亀に r亘り

取j教えず1,600井戸 を計l珂し､一昨年既に300)f戸完成 し

た｡ff･200｣トrT売 文の予定 だ ったか ら今n迄には約 700

の馬気Wj/水井戸が完成 しているだ ろう｡I之等の拐水海上既

井戸は､短期間に多 くの海班面だi蓉増 せる点 ､経斑がダ

ムに比べて遥かに安 い点及 びダム血量設不偶の土地に も建

設 で きる).Tl等で水利開発上 まことに摩,殴泊であるとのこ

とだ った｡比の井戸一本につ き､10日位の工耳Ⅰを要 し､

応 分､F均鞠出1.400ガ ロン､218､a(附丁)の田Jt別こ海水で

きる｡-井戸約 1万兆の経坪を要 するが組合員の10年間

の利応で牢蹴償還 する仕組にな っている｡ダム感設 に限

度があ り､水 利のひど く償い琉球では此の地下水利用に

宕i目すべ きだ と思 った｡

(参 土壌的査 これは省腰 椎庁が中心 と な り､省 厳

試､台湾大学 ､農 等安全等の協力で全島一千米以下の丘陵

ブ坦帯で10L.aj毎にサ ン7)レを採 り土地の物理 ､化学的調査

を米国式に実J超し､土淡白の高度利用 を目的 と して行 って

いる｡台湾の面積の四分の三以上が丘陵地であるか らそ

のう告用如何は実に大 きな問 笹である｡之等は国工開発で

あるが之 とフ指に皇共水 や台風か ら国土 を守 る保全耶既 もUF

せ灘 ぜ られていることは云 うまで もない｡

(診 土地の改革 これは1949年農民 の 増 産 意 欲の高

玄寺､二ヒ地所有 と土九割吏用の合理化､民生の安定 向上 蓉目

標に実施 された制度であるが､これに伴い政府:有地の民

間への払下 げ､小作膿か ら自作康 への大 IlJ喜阪炊､小作料

の改善 ､不労地主の工商業転出等が実施 され､結果 と し

て土地の合理 ヨ勺使用に よ り〕美大 な増産が もた らされた｡

耕作:符はその能力に応 じて耕地所有 を,7'Fされ､政府有

次郎まJ也代を年生産物 価与頃の2.5倍とi失め られ､7ruqjは〈土産

物 ､3判は公 'Bで10年間年月武て…払下げることが 規 定 され

ている｡土地改 革の前 と後の 自小作別 を見 ると､改胡前

の向作傑 家及 び自作勝地共に57%だ ったのが改 植後ICは

白作鹿 虞80%､自作康二他87%にふ､えている.ために改 解

前に比 し産米塁185%､農 家収益左156%に夫 々増加1した｡

健民の′上頓は著 しく向上 し､Lb一班′､羊率は77%か ら95%に

向上､鹿 家出身の大学生 1,204人 (1960年)､各種 自治

和体の代表 37了数千人に及んだ｡)'声でに合音巧の鹿家一戸

当 りの平均 を述 べると家族数6,3人､桝 地 面社主1.15ha､

磨濃年所亨等570兆で琉球の年間農家一戸当所得 の約3.6倍

の砧率 を/-J<している｡ (つ づ く) (新王重夫保 )
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地 下 水 工 程 処 の 揚 水機


